
星空ガイド ４月１６日～５月１５日

※惑星は２０２２年５月１日の位置です。

よいの星空
４月１６日２２時頃

５月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
４月１６日 ４時頃

５月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

４ １６ 土 ５：２５ １８：３０ １７：５８ ５：０８ １４.９

２１ 木 ５：１９ １８：３４ ２３：５３ ８：２７ １９.９

２６ 火 ５：１３ １８：３８ ２：５９ １４：００ ２４.９

５ １ 日 ５：０８ １８：４２ ５：１８ １９：０７ ０.３

６ 金 ５：０３ １８：４６ ８：３６ ２３：４６ ５.３

１１ 水 ４：５８ １８：５０ １３：３０ ２：１０ １０.３

１５ 日 ４：５５ １８：５３ １７：５５ ４：０６ １４.３
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水星が東方最大離角

４月下旬、水星が夕方の空に見えるようにな

ります。水星は太陽に最も近いところを回って

いる惑星のため、太陽からあまり離れた場所に

は見えません。しかし４月２９日には水星が東

方最大離角となり、水星が太陽から最も東側

に離れます。この日の前後は、日の入り後で今

年一番観察しやすい時期となります。それでも

水星の地平線からの高さは、日の入り１時間後

で１０度以下とかなり低く、辺りもまだ薄明るい

ため、見つけるのは大変です。しかも時間が経つにつれて、どんどん水星の高さは低

くなっていくので、ますます見つけにくくなります。

明け空に５惑星が並ぶ

４月中旬ごろより明け空の東空に火・木・金・

土・海王星の５惑星が集まってきます。このうち

海王星は望遠鏡を使わないと見ることができま

せんが、その他の惑星は肉眼でも観察可能です。

特に金星と木星は非常に明るく、５／１の明け

方には、この２つの惑星が角度にしておよそ

０.２度の距離まで大接近します。

また４／２５～４／２７にかけては、月がこれら

の惑星のそばを通過していく様子も見ることが

できます。

江越 航（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

４ １６ 土 月とスピカがならぶ

１７ 日 ○満月（４時）／土 用 の 入／イ ー ス

ター

２０ 水 穀雨／月が最近（３６５,１４３㎞）

２３ 土 下弦（２１時）／４月こと座流星群

が極大（３時）

２６ 火 明空に月と火星がならぶ

２７ 水 明空に金星と月がならぶ

２８ 木 金星と海王星が非常に近づく

２９ 金 昭和の日／水星が東方最大離角

月 日 曜 主な天文現象など

５ １ 日 ●新月（５時）／明空に金星と木星が

接近／南アメリカなどで部分日食

２ 月 八十八夜／夕空の月に水星がならぶ

３ 火 憲法記念日

４ 水 みどりの日

５ 木 こどもの日／立夏／天王星が合

月が最遠（４０５,２８５㎞）

７ 土 みずがめ座エータ流星群が極大の

ころ

９ 月 上弦（９時）

水星の位置（日の入り１時間後：大阪）水星の位置（日の入り１時間後：大阪）

明け方の星空（４月下旬４時頃：大阪）明け方の星空（４月下旬４時頃：大阪）
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